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梅雨や台風を迎えるこれからは、大雨による洪水・浸水災害が発生しやすい時期になります。 

このため、国民一人ひとりが水防の意義及び重要性について理解を深められるよう、毎年 5 月（北
海道は 6 月）は「水防月間」と定められています。気候変動の影響により激甚化・頻発化する自然
災害に対し、各地域において訓練や巡視などの様々な取組が行われます。こうした水害から大切な
生命を守るため、例えばハザードマップで自宅周辺の浸水想定区域を把握して避難経路や避難場所
を確認したり、防災情報メールで災害情報や気象情報の入手方法を確認したりするなど、災害から
身を守るための準備をして命を守るための意識を高めておきましょう。気象情報の入手方法や安全
な避難方法を確認するとともに、非常時持ち出し品の準備や、ハザードマップを確認してマイ・タ
イムラインを作成するなど、日頃から災害への備えをしておきましょう。 
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熊本県立湧心館高等学校 
毎月１６日は「防災教育啓発の日」 


